
伊藤誠教授 年譜 著作 目録 

編集担当 吉村信之 

年 譜 

1936 年 4 月 20 日  現在の東京都台東区柳橋に生まれる  

1949 年３月 31 日  東京都大田区立馬込小学校卒業  

1949 年４月１日   東京都大田区立馬込中学校入学  

1952 年３月 31 日   同上卒業  

1952 年４月１日    東京都立日比谷高等学校入学 

1955 年３月 31 日   同上卒業  

1955 年４月１日    東京大学教養学部文科一類入学  

1959 年３月 31 日   同上経済学部経済学科卒業（経済学 

士） 

1959 年４月１日 東京大学大学院社

会科学研究科 理論経済学・経済史学

専攻修士課程入学  

1961 年３月 31 日   同上修了（経済学修士）  

1961 年４月１日    同上博士課程入学（在学中に改組名 
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称変更） 

1964 年 3 月 31 日   東京大学大学院経済学研究科 理論 

          経済学・経済史学専攻博士課程単位

取得退学  

1964 年 4 月１日    東京大学経済学部助手 

1966 年 4 月１日    同上 助教授 

1969 年 4 月 1 日    東京大学大学院経済学研究科兼担 

1975 年 5 月 28 日   「信用と恐慌」により経済学博士（東

京大学）学位取得  

1980 年４月１日    東京大学経済学部教授 

1997 年 3 月 31 日   定年により東京大学退職  

1997 年４月１日    東京大学名誉教授 國學院大學経済 

  学部教授（大学院経済学研究科兼担） 

（～ 2007 年 3 月 31 日） 

2003 年 12 月 12 日  日本学士院会員 

2007 年 4 月 1 日    国士舘大学大学院グローバルアジア 

          研究科教授（～2010 年 3 月 31 日） 

2023 年 2 月 7 日    ご逝去  
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海外における研究・教育活動 

1974 .3~75.2.    London School  o f  Economics  and  Pol i t ica l  Sc ience  お よ び  

Harvard  Univers i ty  経 済 学 部  客 員 研 究 員   

1978 .1~6 .     New York  Univers i ty  経 済 学 部  お よ び  New School  for   

 Soc ia l  Research  客 員 助 教 授  （ フ ル ブ ラ イ ト 交 換 研 究 者 ）  

1980 .4~10    Univers i ty  o f  London,  Queen  Mary College  客 員 教 授  

 お よ び  Cambr idge  Univers i ty  経 済 学 部  客 員 研 究 員  

1985 .7~8 .     Univers i ty  o f  Mani toba  経 済 学 部  客 員 教 授  

1986 .7~8 .    日 中 友 好 学 術 交 流 協 議 会 第 14次 訪 中 団 の 団 員 と し て 訪 中  

1986 .11~87 .2.   Thammasat  Universi ty  経 済 学 部  客 員 教 授  

1987 .6~8 .     Oxford  Univers i ty,  Corpus  Chr is t i  Col lege  客 員 研 究 員  

1990 .9~12.    York  Univers i ty  経 済 学 部 お よ び 政 治 学 部  客 員 教 授  

1997 .7~9 .       Univers i ty  o f  Sydney 経 済 学 部  客 員 教 授   

2007 .10~08 .3.   Univers i ty o f  London,  School  o f  Or ien ta l  and  Afr ican  

 S tud ies  客 員 研 究 員 ,  お よ び  Univers i ty o f  Greenwich,   

 国 際 ビ ジ ネ ス ・ 経 済 学 部 客 員 教 授  

2008 .12 .     上 海 財 経 大 学 客 員 教 授  

 

国内における本務校以外での教育活動 

1969  年 度    法 政 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 原 論 ）  

1975 .12 .     北 海 道 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 変 動 論 ）  

1980 .10~81 .3 .   茨 城 大 学 人 文 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 原 論 ）  

1985  年 度  九 州 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 変 動 論 ）  

1988 .4~10.  京 都 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 現 代 の 経 済 危 機 と 情 報 化 ）  

1988 .10~89 .3.  広 島 大 学 総 合 科 学 部 非 常 勤 講 師 （ 現 代 経 済 と 情 報 化 ）  

1989 .4~90.3.  横 浜 国 立 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 原 論 ）  

1989 .10~90 .3.   広 島 大 学 総 合 科 学 部 非 常 勤 講 師 （ 現 代 経 済 と 情 報 化 ）  

1994 .12~95 .3.  筑 波 大 学 第 一 学 群 非 常 勤 講 師 （ 市 場 経 済 と 社 会 主 義 ）  

1995 .4~00.3.  お 茶 の 水 女 子 大 学 非 常 勤 講 師 （ 経 済 基 礎 論 、 現 代 経 済 ）  

1997 .4~00.3.   慶 應 義 塾 大 学 非 常 勤 講 師（ 社 会 主 義 経 済 論 、比 較 経 済 体 制 論 ） 

2001 .4~03.3.   金 沢 大 学 経 済 学 部 非 常 勤 講 師 （ 経 済 原 論 ）   

2007 .8 .    京 都 大 学 大 学 院 経 済 学 研 究 科 （ マ ル ク ス 経 済 学 特 論 ）    
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学会および社会における活動等 

1964 .4 . - 経 済 理 論 学 会 会 員 （ 1978.10 . - ,  2001 .4 . -2007 .3 .  幹 事 ）  

1964 .4 . - 信 用 理 論 研 究 学 会 会 員  

1974 . -      経 済 学 史 学 会 会 員 （ 2001.4. -2005 .3 .  幹 事 ）  

1979 . -1989.   『 季 刊 ク ラ イ シ ス 』 編 集 委 員  

1986 .1 . - In te rna t iona l  Review of  Appl ied  Economics  の  

  Ed i tor ia l  Advisory Board  Member  

1988 .4 . - Capi ta l  and  Class  の  Corresponding  Edi tor  

1992-1997 .     『 月 刊 フ ォ ー ラ ム 』 編 集 委 員  

1994 .1 . -  Review of  In te rnat iona l  Pol i t ical  Economy の  

  Advisory Councilo r  

1994 .10 . -98 .   『 季 刊  経 済 と 社 会 』 編 集 委 員  

1995 .9 . - Geoforum の  Consu l t ing Edi to r  

1999 .4 . -09.    季 刊 『 ア ソ シ エ 』 編 集 委 員  

2008 .6 . -   変 革 の ア ソ シ エ 』 共 同 代 表  

2018-   The  Japanese  Pol i t ica l  Economy  特 別 編 集 委 員  

 

受賞 

2010 .5 .   The  World  Assoc ia t ion  for  Po l i t ica l  Economy  

  （ 世 界 政 治 経 済 学 学 会 ） ：  

  The  Dis t inguished  Achievement  Award  in  Pol i t ica l   

  Economy for  the  Twenty-Fi rs t  Century.  （『 資 本 論 を 読 む 』）  

2011 .11 .   瑞 宝 重 光 章  

2012 .5 .      The  World  Assoc ia t ion  for  Po l i t ica l  Economy  

  （ 世 界 政 治 経 済 学 学 会 ） ：  

  Marx ian Economics Award  

2015 .11 .    第 2回  経 済 理 論 学 会 ラ ウ ト レ ッ ジ 国 際 賞  
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著 作 目 録 

1. 著 書・編 著 書 

2. 論 文 

3. 書 評 

4. 対 談 

5. 翻 訳 

6. その他 

１. 著書・編著書 

 

（1）著書 

『信用と恐慌』東京大学出版会，1973.4.20. (324+viii頁)  

『資本論研究の世界』新評論，1977.10.31. (260頁) 

Value and Crisis, Monthly Review & Pluto, 1980. (192 pages), second edition 2021. (304 

pages). 

『価値と資本の理論』岩波書店，1981.7. (401+viii頁)  

『現代の資本主義－その経済危機の理論と現状－』新地書房，1981.11.(272+xvi頁)  

『現代のマルクス経済学』ＴＢＳブリタニカ，1982.5. (238頁)  

『経済理論と現代資本主義－ノート交換による討論－』（共著者 置塩信雄）岩波書店，1987. 

『現代のマルクス経済学』再版，社会評論社，1988.10. (238頁)  

『世界経済の中の日本』社会評論社，1988.10. (269頁)  

The Basic Theory of Capitalism, Macmillan, and Barnes & Noble, 1988. (432 pages) 

『資本主義経済の理論』岩波書店，1989.5. (226頁)  

The World Economic Crisis and Japanese Capitalism, Macmillan, and St.Martin's, 1990. 

(263 pages) 

『逆流する資本主義』東洋経済新報社，1990. (267頁)  

『現代の社会主義』講談社学術文庫，1992.1. (279頁)  

『世界経済の転換を考える』時事通信社，1993.8.10. (225頁)  
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『現代の資本主義』講談社学術文庫，1994.5.10. (286頁) 

『市場経済と社会主義』平凡社，1995.2.20. (285頁)  

『日本資本主義の岐路』青木書店，1995.5.1. (251頁)   

『現代資本主義をどう視るか』（共著者 北原勇・山田鋭夫）青木書店, 1997.6.25. 

Political Economy for Socialism, Macmillan and St. Martin's Press, 1995.6. (238 pages) 

『日本経済を考え直す』岩波書店，1998.11. (228頁) 

Political Economy of Money and Finance,  （共著者 Costas Lapavitsas）Macmillan and 

St. Martin's Press, 1999.1. (301 pages) 

The Japanese Economy Reconsidered, Palgrave, 2000. (153 pages) 

『貨幣・金融の政治経済学』 (共著者 C. ラパヴィツァス) 岩波書店, 2002.1. (330頁) 

『幻滅の資本主義』大月書店, 2006.3.20.(266頁) 

『「資本論」を読む』講談社学術文庫, 2006.12.10.(477頁) 

『サブプライムから世界恐慌へ』青土社, 2009.7.15.(188＋ⅵ頁) 

『伊藤誠著作集 第３巻 信用と恐慌』社会評論社, 2009.9.30.(372頁) 

『伊藤誠著作集 第４巻 逆流する資本主義』社会評論社, 2010.2.25.(390頁) 

『伊藤誠著作集 第５巻 日本資本主義の岐路』社会評論社, 2010.7.30.(374頁) 

『伊藤誠著作集 第１巻 現代のマルクス経済学』社会評論社, 2010.12.(366頁) 

『伊藤誠著作集 第２巻 価値と資本の理論』社会評論社, 2011.4.(410頁) 

『伊藤誠著作集 第６巻 市場経済と社会主義』社会評論社, 2012.5.(412頁) 

『日本経済はなぜ衰退したのか：再生への道を探る』平凡社新書, 2013.4.(230頁) 

『経済学からなにを学ぶかーその五〇〇年の歩みー』平凡社新書, 2015.3.(271頁)。 

『マルクス経済学の方法と現代世界』桜井書店, 2016.9.(310頁)。 

『資本主義の限界とオルタナティブ』岩波書店, 2017.2.(201頁)。 

『入門 資本主義経済』平凡社新書, 20118.2.(302頁)。 

『マルクスの思想と理論』青土社, 2020.1.(226頁）。 

『「資本論」と現代世界』青土社, 2023.9.1.(219頁) 

『資本主義の多重危機』岩波書店, 2024年刊行予定 

Capitalism in Multiple Crises, Brill, 2024年刊行予定             

                             

（2）著書の外国語版 

Waarde en Krisis: Een Japanse bijdrage aan de marxistische politieke ekonomie, 

Groningen, Uitgeverij Konstapel, Dutch version of Value and Crisis, 1983. (240 pages) 

La Crise Mondiale, Theorie et Pratique, Claude Meillassoux訳, Etudes et Documentation 

Internationales (EDI), 1987. (259 pages) 

『価値と恐慌』韓国語版 金秀行訳,  比峰出版社，1988.3. (221頁) 
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『价值与危机——关于日本的马克思经济学流派』孙刚・戴淑艳訳, 中国社会科学出版社, 1990.

（175頁） 

『世界経済当中的日本－后福特制時代－』陳建・成同社等訳, 中国人民大学出版社，

1990.5.(211頁) 

『价値与危机』宋群訳, 中国社会科学出版社，1991.1. (175頁) 

『市場経済与社会主義』韓樹英監訳, 尚晶晶主訳, 中共中央党校出版社, 1996.3. (214頁) 

『現代社会主義問題』魯永学訳, 社会科学文献出版社, 1996.4. (151頁) 

『貨幣金融政治経済学』共著者 C. ラパヴィツァス（中国語版） 孙刚・戴淑艳訳, 経済科学

出版社, 2001.12(370頁) 

『资本主义的发展阶段: 繁荣、危机和全球化』（多人合著）, 张余文訳, 经济科学出版社，2003

年（392頁） 

Π0ΛITIKH OIKONOMIA TOY XPHMATOΣ KAI TOY XPHMATOΠIΣ-ΩTIKOY 

ΣYΣTHMATOΣ, (with Costas Lapavitsas), TIANNHZ KAΣTANAΣ訳, ΠOΛYTPOΠON, 

2004. (544 ページ) 

『価値と恐慌』（Value and Crisis, second edition, 2021の邦訳）伊藤誠・江原慶訳, 岩波

書店, 2024年刊行予定 

 

（3）共著 

『経済学の古典 上』共著者 桜井毅他, 有斐閣，1978.3.20.(18-32, 185-217頁) 

The Value Controversy,  共著者I. Steedman, P. Sweezy等, Verso Editions and NLB, 

1981. 

『マルクス没後100年－その現代的意義－』共著者 いいだもも・菅孝行・北沢洋子・山川

暁夫, 新地書房，1983.3. 

『小泉構造改革を斬る』共著者 横堀正一・加藤晋介・西川進 他, コンパス21刊行委員会, 

2001.11.15. (5-16頁） 

 

（4）編著書 

『経済学と現代』共編 宇沢弘文・竹内啓・石井寛治, 東京大学出版会, 1974.9.25. (193-197

ページ) 

『競争と信用』共編 山口重克・侘美光彦, 有斐閣, 1979.8. 

『価値論の新展開』共編 桜井毅・山口重克, 社会評論社，1983.12. 
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『いまマルクスを問う』共編 いいだもも, 幸洋出版社，1984.1. 

『利子論の新展開』共編 桜井毅・山口重克, 社会評論社，1984.3. 

『恐慌論の新展開』共編 桜井毅・山口重克, 社会評論社，1985.4. 

『いまマルクスが面白い』共編 いいだもも・平田清明, 有斐閣，1988.3. 

『市場経済の学史的検討』共編 小幡道昭，社会評論社, 1993.6.30. 

『経済学史』編, 有斐閣, 1996.4.10. 

『情報革命と市場経済システム』共編 岡本義行，富士通経営研修所, 1996.5. 

『マルクスの逆襲－政治経済学の復活－』共編 野口真・横川信治, 日本評論社, 1996.7. 

(297-318頁) 

『進化する資本主義』共編 横川信治・野口真, 日本評論社, 1999.2.10.(295-323頁) 

『現代資本主義のダイナミズム』御茶の水書房, 1999.10.  (3-32頁) 

『マルクス理論の再構築－宇野経済学をどう活かすか』共編 降旗節雄, 社会評論社, 

2000.3. (293-309頁) 

Phases of Capitalist Development, edited by R. Albritton, M. Itoh, R. Westra and A. 

Zuege, Palgrave, 2001. (110-124頁) 

Capitalism in Evolution: Global Contents －East and West, G.M. Hodgson, M. Itoh, N. 

Yokokawa eds., Edward Elgar Publishing Limited, 2001. (179~193頁) 

『資本主義経済の機構と変動』御茶の水書房, 2001.6. (205-237頁) 

『危機からの脱出』共編 本山美彦, 御茶の水書房, 2010.4.10.(384頁) 

『宇野理論の現在と論点』共編 櫻井毅・山口重克・柴垣和夫, 社会評論社,  2010.7.30.(297

頁) 

『世界と日本の政治経済の混迷―変革への提言』本山美彦共編,御茶の水書房 2011.5.（283

頁） 

『21世紀のマルクス』共編 大藪龍介・田畑稔, 新泉社, 2019.12. (337頁) 

 

２. 論文 

 

「貸付資本と産業資本－宇野教授の所論によせて－」『経済学研究』1 号，1963.12.  

「恐慌論－研究と論争－」『資本論講座』7，大内力編・共同執筆, 青木書店， 1964.3.1. 

「鉄鋼業」・「農業」，『大恐慌の研究』，玉野井芳郎編，東京大学出版会，1964.3.31. 

「『大不況』－イギリスを中心とする－」『帝国主義研究』，鈴木鴻一郎編，日本評論社，

1964. 8.5. 

「資本貯蓄と信用制度(1)(2)(3)」『経済学論集』33 巻 1･2 号，34 巻 2 号，1967.4.7，1968.7.

「資本の過剰蓄積と商品の過剰」『マルクス経済学の研究 上』，鈴木鴻一郎編, 東京大

学出版会，1968.9.30. 



8 

 

「独占資本と資本の過剰－バラン・スウィージーの共著によせて－」『現代の経済組織』，

玉野井芳郎・他編，日本評論社，1970.3.31. 

「景気循環の変容と帝国主義段階」『経済理論学会年報』第７集，経済理論学会，1970.10.25. 

「恐慌論の形成」『資本論と帝国主義 上』，武田・遠藤・大内編，東京大学出版会，1970.11.30. 

「株式資本論の方法と展開－マルクスの株式資本論によせて－」『経済学論集』37 巻 1 号，

1971.4. 

「産業循環と価値法則」『経済学論集』37 巻 4 号，1972.1.  

「商品の二要因－使用価値と価値－」『経済学論集』38 巻 2 号，1972.7.  

「カウツキー」『マルクス経済学講義』，鈴木鴻一郎編，青林書院新社，1972.9.20. 

「貨幣の資本への転化について」『経済学論集』38 巻 4 号，1973.1.  

「価値法則と生産価格」『経済学論集』39 巻 4 号，1974.1.  

『宇野弘蔵著作集 第五巻 恐慌論』「解説」，岩波書店，1974.2.  
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